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　この本は、一人の自立したキャリア
ウーマンが一日ひとつ、エコを実践して、
それをブログで発信することにより、世
界中の人々に環境の大切さを発信しよ
う！というストーリーです。毎日行う一
つひとつのエコ活動が、著者のプライ
ベート(仕事・恋愛等)と密接に関わって
いるため、一人の女性の実生活の中にエ
コ活動が自然に馴染んでいるように感じ
ました。時にはアクティブすぎると感じ
るエコ活動もありましたが、それが逆に
スパイスとなり、ストーリーにぐんぐん
と引き込まれていきました。また、著者
は生粋の「環境保護論者」というわけで
はなく、普通のキャリアウーマンである
ため、読み手も等身大の目線でエコにつ
いて考えることができる本だと感じまし
た。
　私はこれまでに、廃棄物処理・処分、
地球温暖化、土壌汚染、エネルギー問題
等、多くの環境問題について大学院で学
びましたが、この本に書かれている様な

「おしゃれとエコ」については考えたこ
ともありませんでした。なぜなら、私の
中で「おしゃれ」と「エコ≒節約・節制」
は相対するもので、比較する対象ではな
いと考えていたからです。しかし、この

本を読み、エコは少しの「きっかけ」と、
「継続する意思」さえあれば誰でも実践
でき、かつそれは楽しみながら日常に取
り入れることができるということを学び
ました。
　また、意識しなければ見過ごしてしま
うような簡単なエコ活動がたくさんある
ことに気づくことができました。
　私は、今の生活の中でエコ活動ができ
ているとは決して言えません。しかし、
そんな私でも、意識して一日ひとつエコ
を実践することは、難しいことではない
とこの本を読んで感じ、できることから
エコ活動をしようという気持ちになれま
した。特に、この本に記載されているエ
コ活動は、主婦層をターゲットにした節
約術と異なり、20代〜 30代の働く独
身女性で、エコについて考えてはいるも
のの、なかなか実践には移せないでいる
年齢層のライフスタイルに合っていま
す。そういった意味で、エコを初めて実
践する人の輪を広げるのに、一翼を担う
素敵な本だと思いました。何かエコ活動
をしたいけれど、どうすればいいか悩ん
でいる女性に、是非お勧めしたい一冊で
す。
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